
この様に薬剤投与によって誘導される遺伝子群と
疾患発症により変動する遺伝子群のパターンが反
対(negative)の場合この薬剤は、当該の疾患に対
して何らかの効果があることが考えられます。

Liver cancerとの相同性について裏付けとなるデ
ータの一部を表示してみると、Cancer発症時の
遺伝子群の多くがこの薬剤の投与で誘導される遺
伝子群と反対の変動を示していることが分かりま
す。

結果は、肝炎の発症時の遺伝子発現との相同性が 
Topに挙がりましたが、その他の疾患との相同性
も高いことが分かります。

この薬剤をラット肝臓に投与後の遺伝子発現解析
データを用いて、遺伝子の変動パターンに相同性
の見られる疾患を Disease Atlasで調べます。

まず、一般的な糖尿病治療薬　metforminの投与
試験データを考察してみます。

創薬や疾患の原因究明のために利用された発現解析データが世界中で大量に公開されています。
しかし、創薬に関するデータはあらかじめ決められた疾患への有効性確認のために一度利用された後はほと
んど再利用されることはありません。　疾患の研究に用いられたデータもはっきりとした特定の遺伝子と代
謝系が確認された後は同様に再利用されておりません。　Correlation Engineでは、これらを有効に利用し
て　DR: Drug Repositioning(既存薬再開発)　に役立つDisease Atlas と Pharmaco Atlas という２つの
専用ツールを用意しました。

薬剤投与試験と疾患解析データの相関解析
‒ Disease Atlas & Pharmaco Atlas

Drug Repositioning (DR)研究

BaseSpace Correlation Engine
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関節リュウマチについて疾患サンプル（滑膜）の遺伝子発
現変動をデータとして利用してみます。
発症時の変動遺伝子群と相同性を示す薬剤の投与試験を　
Pharmaco Atlasを利用して調べます。

炎症性自己免疫疾患である関節リュウマチ発症時の変動遺伝子と相同性を
示す薬剤の多くが劇薬、天然毒物であることが分かります。　

同様に疾患の解析データを利用して治療効果のある薬剤を検証することもできます。
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